
全
国
３
番
目
の
面
積
と 

個
性
豊
か
な
各
地
域

　

平
成
18
年
３
月
に
旧
日
光
市
、
今
市
市
、
藤
原
町
、

足
尾
町
、
栗
山
村
の
２
市
２
町
１
村
に
よ
る
合
併
で

誕
生
し
た
新
・
日
光
市
の
総
面
積
は
約
１
４
５
０
㎢
。

栃
木
県
の
約
４
分
の
１
を
占
め
る
と
と
も
に
、
岐
阜

県
高
山
市
、
静
岡
県
浜
松
市
に
次
い
で
全
国
で
も
３

番
目
に
広
い
面
積
を
持
つ
都
市
と
な
っ
た
（
人
口
は

約
９
万
人
）。

　

全
体
の
約
87
％
が
森
林
、
約
50
％
が
日
光
国
立
公

園
の
指
定
地
域
で
も
あ
る
広
大
な
市
域
内
に
は
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
日
光
の
社
寺
」、
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
「
奥
日
光
の
湿
原
」
が
あ
る
。
ま
た

日
本
で
た
だ
一
つ
、
特
別
天
然
記
念
物
と
国
の
特
別

史
跡
の
二
重
指
定
を
受
け
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
世
界
一

長
い
並
木
道
と
し
て
登
録
さ
れ
た
「
日
光
杉
並
木
街

道
」や
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
産
業
遺
産
を
要
件

に
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
「
旧
足
尾
銅
山
施
設
」
な

ど
、
わ
が
国
が
世
界
に
誇
り
得
る
雄
大
な
自
然
お
よ

び
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　

面
積
の
広
さ
だ
け
で
は
な
い
。
市
域
に
点
在
す
る

市
街
地
お
よ
び
集
落
の
位
置
す
る
標
高
が
２
０
０
ｍ

か
ら
２
０
０
０
ｍ
近
く
に
ま
で
わ
た
る
と
い
う
、
変

化
に
富
ん
だ
地
形
が
特
徴
的
だ
（
市
域
の
最
高
点
は

関
東
以
北
最
高
峰
・
白
根
山
頂
の
２
５
７
８
ｍ
）。

　

ま
た
日
光
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
部
の

山
岳
地
域
は
那
須
火
山
帯
に
属
し
、
鬼
怒
川
、
川
治
、

湯
西
川
・
川
俣
、
奥
鬼
怒
、
奥
日
光
湯
元
・
中
禅
寺

な
ど
の
質
量
共
に
優
れ
た
温
泉
地
帯
を
形
成
。
自
然

景
観
や
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
と
共
に
、
日
光
市
に

年
間
約
１
１
２
０
万
人
も
の
観
光
客
を
引
き
つ
け
る

大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
そ
う
し
た
地
形
の
多
様
性
は
、
当
然
、
気
象
条

件
の
多
様
性
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
地

に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
文
化
に
も
多
様
な
個
性
を
も

た
ら
し
、
日
光
市
に
独
自
の
地
域
資
源
を
構
築
し
て

き
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
斎
藤
文
夫
日
光
市
長
で
あ
る
。
実

際
、
日
光
市
と
い
え
ば
従
来
は
国
際
観
光
都
市
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に

強
か
っ
た
が
、
合
併
を
経
た

現
在
、
そ
れ
以
外
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
個

性
が
感
じ
ら

れ
る
ま
ち
に

な
っ
た
。

　

世
界
遺
産
の
ま
ち
・
日
光
地
域
に
加
え
て
「
市
域

の
３
分
の
２
の
人
口
を
擁
す
る
と
と
も
に
都
市
的
集

積
が
多
い
今
市
地
域
、
鬼
怒
川
や
川
治
な
ど
日
本
屈

指
の
温
泉
を
持
つ
藤
原
地
域
、
か
つ
て
日
本
一
の
銅

山
と
し
て
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
足
尾
地
域
、
平

家
の
落
人
伝
説
が
あ
る
ほ
ど
に
静
ひ
つ
な
雰
囲
気
が

魅
力
の
栗
山
地
域
」（
斎
藤
市
長
）
な
ど
、
合
併
後
の

日
光
市
は
一
言
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
、
多
様
な
個

性
を
持
つ
地
域
の
集
合
体
と
な
っ
た
の
だ
。

　

合
併
に
至
る
論
議
の
過
程
で
は
、
市
の
中
心
部
を

日
光
地
域
に
置
く
べ
き
か
今
市
地
域
に
置
く
べ
き
か

が
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
挙
が
っ
た
こ
と
も
あ
る

よ
う
だ
。
し
か
し
、
最
終
的
に
新
・
日
光
市
の
中
心

市
街
地
は
、
標
高
４
０
０
ｍ
前
後
の
平
坦
地
に
広
が

り
、
周
辺
地
域
と
の
交
通
の
便
が
良
く
、
人
口
最
多

地
区
で
も
あ
る
今
市
地
域
と
す
る
こ
と
で
順
当
に
決

ま
っ
た
。
市
役
所
本
庁
舎
も
旧
今
市
市
の
庁
舎
を
充

て
て
い
る
。
同
時
に
市
名
を
世
界
的
な
知
名
度
を
持

つ
日
光
市
と
す
る
こ
と
も
、
す
ん
な
り
決
ま
っ
た
。

　

平
成
の
大
合
併
に
お
い
て
は
、
２
市
以
上
を
含
む

合
併
事
例
は
非
常
に
少
な
い
。
合
併
後
に
新
市
の
中

心
点
を
ど
こ
に
置
く
か
が
論
点
に
な
り
が
ち
な
こ
と

が
、
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
る
。
し
か

し
新
・
日
光
市
の
場
合
に
は
、
隣
接
し
て
い
な
が
ら

も
都
市
的
性
格
が
大
き
く
違
う
旧
日
光
市
・
旧
今
市

市
が
う
ま
く
す
み
分
け
る
形
で
、
絶
妙
な
位
置
付
け

が
な
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

　
「
私
自
身
は
旧
今
市
市
の
職
員
を
経
て
、
今
市
市

長
を
２
期
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
２
期
目
の
途
中

で
新
・
日
光
市
の
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
現
在

２
期
目
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
市
市
長
時

代
に
今
市
市
の
紹
介
を
す
る
と
き
、
関
東
地
区
で
あ

れ
ば
杉
並
木
の
あ
る
ま
ち
と
い
え
ば
、
た
い
て
い
分

か
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
遠
方
の
地

方
を
訪
問
し
た
際
な
ど
に
は『
日
光
の
隣
町
で
す
』と

い
う
言
い
方
を
し
な
い
と
、
皆
さ
ん
、
な
か
な
か
分

か
っ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
（
笑
）。
今
市
地
域
と
日

光
地
域
の
現
在
の
位
置
付
け
は
、
今
後
の
新
・
日
光

市
の
発
展
を
見
据
え
た
場
合
に
も
、
全
地
域
が
納
得

で
き
る
形
に
落
ち
着
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
斎
藤

市
長
）日

光
ブ
ラ
ン
ド
の 

新
た
な
創
造
が
も
た
ら
す
も
の

　

日
光
地
域
の
歴
史
は
８
世
紀
後
半
、
下
野
の
僧
・

勝
道
上
人
が
男
体
山（
二
荒
山
）を
関
東
の
山
岳
信
仰

の
聖
地
と
し
て
開
き
、
男
体
山
を
臨
む
地
に
二
荒
山

神
社
、
四
本
龍
寺
を
創
建
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

そ
し
て
江
戸
時
代
初
期
に
徳
川
家
康
を
祀
る
日
光
東

照
宮
が
造
営
さ
れ
、
日
光
二
荒
山
神
社
・
日
光
山
輪

王
寺
（
起
源
は
四
本
龍
寺
）
と
合
わ
せ
た
現
在
の
「
日

光
山
内
」（
二
社
一
寺
と
も
称
さ
れ
る
が
、
世
界
遺
産

登
録
の
際
の
指
定
名
は
日
光
山
内
）
が
構
築
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
門
前
町
と
な
っ
た
。
以
来
、
常

に
宗
教
都
市
・
山
岳
都
市
と
し
て
繁
栄
を
続
け
て
き

た
の
は
周
知
の
通
り
だ
。

　

加
え
て
近
代
以
降
は
、
中
禅
寺
湖
畔
に
在
日
本
の

各
国
大
使
な
ど
を
中
心
に
外
国
人
が
別
荘
を
次
々
と

建
設
す
る
と
と
も
に
、
奥
日
光
全
域
の
優
れ
た
自
然

環
境
が
世
界
的
な
人
気
を
呼
び
、
国
際
観
光
都
市
と

（栃木県）

斎
さいとう

藤文
ふ み お

夫
日光市長

自
然
と
歴
史
と
産
業
が
響
き
合
い

地
域
の
個
性
が
響
き
合
う
ま
ち
づ
く
り

市 政 ル ポ 日
に っ こ う

光市

雄大で荘厳な雰囲気の華厳の滝（日光地域）

世界中の観光客でにぎわう世界遺産「日光の社寺」（日光地域）
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し
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
非
常
に
伝
統
的
で
、
な
お
か
つ
ハ
イ
カ
ラ
」。

こ
う
し
た
際
立
っ
た
二
面
性
が
独
特
の
輝
き
を
放
つ

日
光
地
域
の
特
性
は
、
ま
さ
に
日
本
お
よ
び
世
界
の

宝
で
あ
り
、
天
然
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
備
え
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
今
市
地
域
は
、
日
光
東
照
宮
の
造
営
後

に
日
光
参
詣
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
日
光
街
道
、
例

幣
使
街
道
、
会
津
西
街
道
が
合
流
す
る
宿
場
町
と
し

て
急
速
に
発
展
し
た
歴
史
を
持
つ
。
今
市
の
地
名
は

宿
場
町
の
に
ぎ
わ
い
を
目
当
て
に
、
近
在
の
農
村
や

山
村
か
ら
豊
富
な
物
資
が
集
ま
り「
市
」を
形
成
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。

　

藤
原
地
域
も
同
様
に
、
ま
ず
は
会
津
西
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
江
戸
時
代
初
期
に
開
け
た
。
そ
の
後
、
鬼

怒
川
温
泉
や
川
治
温
泉
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
湯
治
場
と
し
て
も
発
展
す
る
に
至
っ
た
。

　
「
つ
ま
り
日
光
地
域
、
今
市
地
域
、
藤
原
地
域
は
、

そ
う
し
た
ひ
と
つ
な
が
り
の
歴
史
の
中
で
、
深
い

関
連
性
を
持
ち
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
日
光
地
域
は
そ
の
特
殊
な
成
り
立
ち
に
育

ま
れ
た『
日
光
ブ
ラ
ン
ド
』を
歴
史
的
に
発
信
し
続
け

て
お
り
、
今
市
地
域
や
藤
原
地
域
は
そ
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
背
景
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
伸
ば
す
形
で
、

独
自
の
個
性
を
形
成
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が

現
在
、
日
光
市
の
名
の
下
に
一
体
と
な
っ
た
の
は
、

歴
史
的
な
必
然
と
も
い
え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」（
斎

藤
市
長
）

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
活
用
は
現
在
、
全
国
共

通
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
日
光
市
も
そ

の
例
に
も
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
日
光
と
い
う
地
名
に
は
既
に
歴
史
的
に
培
わ
れ

て
き
た
、
天
然
の
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
力
が
つ
い
た
。

例
え
ば
豊
か
な
森
林
資
源
か
ら
生
ま
れ
た
日
光
彫
り

や
、
清
ら
か
で
豊
富
な
水
か
ら
生
ま
れ
た
「
ゆ
ば
・

そ
ば
・
酒
」
な
ど
は
、
そ
の
品
質
の
良
さ
と
と
も
に
、

日
光
で
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
付
加
価
値
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
酒
の
醸
造
技
術
は
味
噌
や
醤
油
な

ど
の
製
造
と
不
可
分
で
あ
り
、
豊
か
な
農
産
物
を
加

工
し
た
伝
統
的
な
漬
物
産
業
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
代
の
し
烈
な
経
済
競
争
や
地
域
間
競

争
を
生
き
抜
く
に
は
、
そ
う
し
た
天
然
の
素
朴
な
ブ

ラ
ン
ド
力
に
頼
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
平
成

21
年
９
月
に
策
定
さ
れ
た
日
光
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
日
光
市
が
改
め
て
厳
正
な
基
準
に
の
っ

と
っ
た
「
日
光
ブ
ラ
ン
ド
」
を
創
造
し
、
そ
の
評
価
を

高
め
る
た
め
の
事
業
を
展
開
し
始
め
た
ゆ
え
ん
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
歴
史
的
な
流
れ
の
中
で
自
然
発
生
的

に
生
ま
れ
て
き
た
伝
統
産
業
と
は
ま
た
別
に
、
近
年

の
日
光
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
良
質
で
豊
富

な
水
資
源
を
背
景
に
、
食
品
製
造
業
な
ど
の
新
た
な

企
業
進
出
も
進
み
つ
つ
あ
る
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま

す
。
合
併
し
た
地
域
に
は
優
れ
た
農
産
物
の
生
産
地

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
単

に
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
厳
し
い
品
質
管
理
基
準

の
下
に
高
い
付
加
価
値
を
持
つ
日
光
ブ
ラ
ン
ド
の
商

品
と
し
て
創
造
し
、
育
て
る
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
に

よ
っ
て
伝
統
産
業
に
も
新
た
な
光
が
当
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
斎
藤
市
長
）

　

日
光
市
で
は
現
在
、
平
成
23
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
、
厳
正
な
生
産
基
準
・
品
質
基
準
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
た
日
光
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
を
一
堂
に
集

め
て
販
売
す
る
と
と
も
に
、
観
光
・
商
工
物
産
品
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
発
信
す
る
交
流
施
設
「
日

光
ブ
ラ
ン
ド
情
報
発
信
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
、
日

光
だ
い
や
川
公
園
内
に
建
設
す
る
計
画
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
同
事
業
を
皮
切
り
に
、
日
光
市
で
は
農
・

観
・
商
工
の
連
携
推
進
、
産
・
学
・
官
の
連
携
推
進
、

伝
統
産
業
を
含
め
た
地
域
産
業
の
中
核
的
な
人
材
の

育
成
・
支
援
な
ど
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
日
光
市
が
進
め
つ
つ
あ
る
日
光
ブ
ラ
ン

ド
創
造
・
育
成
事
業
は
、
単
に
日
光
ブ
ラ
ン
ド
を
冠

し
た
商
品
の
創
出
の
み
を
目
指
す
の
で
は
な
い
。
人

を
育
て
、
す
べ
て
の
産
業
を
振
興
さ
せ
、
伝
統
産
業

に
も
新
た
な
光
を
当
て

る
、
総
合
的
な
地
域
活
性

化
施
策
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
さ
ら
に
日
光
と
い

う
地
名
を
イ
メ
ー
ジ
核
と

し
な
が
ら
、
個
性
豊
か
な

各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独

自
性
で
響
き
合
い
、
同
時

に
一
体
感
を
醸
成
し
つ

つ
、
各
地
域
の
協
働
で

新
・
日
光
市
の
歴
史
を
構

築
し
て
い
こ
う
と
す
る
、

大
き
な「
仕
組
み
」と
も
い
え
る
。

足
尾
銅
山
を
世
界
遺
産
に

　

今
回
の
取
材
で
は
、
日
光
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
の
ご
協
力
と
古
河
機
械

金
属
株
式
会
社
足
尾
事
業
所
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
一

般
非
公
開
の
施
設
を
含
め
た
旧
足
尾
銅
山
を
訪
問
す

る
こ
と
も
で
き
た
。

　

足
尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
活
動
は
、

旧
足
尾
町
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
日
光
市
へ

の
合
併
後
に
急
速
に
進
展
。
平
成
19
年
９
月
に
は
文

化
庁
が
公
募
す
る
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
追
加
記
載

提
案
事
業
に
、「
足
尾
銅
山
︱
日
本
の
近
代
化
・
産

業
化
と
公
害
対
策
の
起
点
︱
」
と
題
す
る
コ
ン
セ
プ

ト
で
栃
木
県
と
共
同
提
案
書
を
提
出
し
た
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
暫
定
一
覧
表
の
記
載
に
は
至
ら
な
か
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
直
後
の
平
成
20
年
３
月
に
は
足
尾

銅
山
跡
の「
通
洞
坑
、
宇
都
野
火
薬
庫
跡
」が
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
足
尾
銅
山
跡
の
文
化
遺
産

と
し
て
の
価
値
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
（
遺
産
登
録
活

動
の
本
格
開
始
後
に
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
の

は
２
件
、
ま
た
国
お
よ
び
県
の
有
形
文
化
財
に
は
１

件
ず
つ
指
定
さ
れ
て
い
る
）。

　

斎
藤
市
長
も
「
足
尾
銅
山
跡
の
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
す
活
動
は
、
足
尾
地
域
の
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
大
き
な
契
機
で
あ
り
、
同
時
に
日
光
市
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
な
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ

る
」
と
、
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
世

界
遺
産
登
録
活
動
に
よ
る
注
目
度
の
高
ま
り
の
効
果

の
一
つ
と
し
て
、
か
つ
て
大
き
な
鉱
毒
被
害
を
出
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
詳
細
な
調
査
が
難
し
い
面
も
あ
っ

た
銅
山
経
営
企
業
側
の
社
内
文
書
の
調
査
も
可
能
に

な
る
な
ど
、
足
尾
銅
山
の
歴
史
的
な
価
値
を
改
め
て

検
証
す
る
の
に
不
可
欠
な
条
件
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
い

日本を代表する温泉街・鬼怒川温泉（藤原地域）

国指定史跡・通洞坑「足尾銅山観光」にはトロッコ列車で入坑（足
尾地域）

明治17年に開設された本山製錬所（足尾地域）

伝統ある彫刻屋台と花屋台など10台の屋台が競演する屋台まつり（今市地域）
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え
る
。

　

し
か
し
、
あ
る
意
味
で
そ
れ
以
上
に
素
晴
ら
し
い

の
が
「
こ
の
活
動
を
契
機
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
、

足
尾
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
よ
び
市
民
団
体
に
よ
る
新
た

な
地
域
づ
く
り
へ
の
機
運
の
盛
り
上
が
り
」
だ
と
市

長
は
強
調
す
る
。

　

足
尾
銅
山
の
文
化
的
価
値
は
、
世
界
遺
産
登
録
へ

の
提
案
コ
ン
セ
プ
ト
で
分
か
る
よ
う
に
、
近
代
以
降

の
日
本
の
殖
産
興
業
政
策
を
支
え
続
け
た
近
代
化
産

業
と
し
て
の
構
造
が
そ
っ
く
り
形
態
保
全
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
そ
の
過
程
で
発
生
し
た

深
刻
な
環
境
破
壊
か
ら
の
復
活
を
果
た
し
て
き
た
プ

ロ
セ
ス
が
、
現
在
進
行
形
で
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い

う
点
に
も
あ
る
。

　

特
に
昭
和
48
年
の
閉
山
後
も
、
国
や
県
な
ど
に

よ
る
計
画
的
な
植
林
活
動
の
一
方
で
、
松
木
地
区

周
辺
の
緑
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
懸
命
の
活
動
を

続
け
て
き
た
の
は
、
平
成
８
年
に
地
域
住
民
が

組
織
し
た
「
足
尾
に
緑
を
育
て
る
会
」
の
会
員
た
ち

だ
っ
た
。
同
会
が
発
足
後
15
年
間
で
植
え
て
き
た

樹
木
は
計
５
万
５
４
０
０
本
（
延
べ
参
加
者
数
約

１
万
３
０
０
０
人
）。「
足
尾
の
山
に
１
０
０
万
本
の

木
を
植
え
よ
う
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
ま
で
に

は
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
と
労
力
が
必
要
だ
。

　

し
か
し
、
市
長
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の

活
動
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
地
域
づ
く
り
へ
の
機
運

は
、
合
併
後
の
足
尾
地
域
の
発
展
の
大
き
な
原
動
力

と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
機
運
は
日
光
市
が
世

界
遺
産
暫
定
一
覧
表
追
加
記
載
の
提
案
書
を
正
式
に

提
出
し
た
こ
と
で
、
全
市
的
な
関
心
へ
と
つ
な
が
り

つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
日
光
ブ
ラ
ン
ド
創
造

事
業
の
持
つ
、
人
を
育
て
地
域
を
振
興
さ
せ
る
活
性

化
効
果
と
同
じ
仕
組
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。
も
ち
ろ
ん
足
尾
銅
山
が
、
い
つ
の
日
か
世
界
遺

産
へ
登
録
さ
れ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
だ
が
そ

れ
以
上
に
大
切
な
の
は
、
地
域
を
挙
げ
て
そ
れ
に
取

り
組
み
続
け
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

実
際
に
訪
ね
て
み
た
足
尾
銅
山
の
跡
地
か
ら
は
、

文
明
の
進
化
を
支
え
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
強
さ
と

同
時
に
、
も
ろ
刃
の
剣
と
も
な
り
か
ね
な
い
危
う
さ

の
記
憶
が
そ
こ
か
し
こ
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
を
感

じ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
世
界
遺
産
と
し
て
維
持
保
全

す
る
こ
と
は
、
人
類
に
と
っ
て
確
か
に
普
遍
的
な
意

味
を
持
つ
も
の
だ
と
強
く
印
象
付
け
ら
れ
た
。

合
併
後
５
年
の
現
況
と
将
来
へ
の
展
望

　

日
光
市
で
は
今
年
度
い
っ
ぱ
い
、
各
地
域
を
舞
台

に
「
個
性
あ
る
地
域
振
興
事
業
・
合
併
５
周
年
記
念

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
事
業
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
足

尾
銅
山
発
見
４
０
０
年
記
念
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
地

元
産
品
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
、
Ｕ
タ
ー
ン
事
業
の
促

進
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
、
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
、

各
種
コ
ン
サ
ー
ト
、
桜
の
苗
木
の
植
栽
事
業
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。
そ
の
多
様
さ
や「
手
づ
く
り
感
」に
満

ち
た
内
容
か
ら
改
め
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
特
徴
的
な
個
性
を
持
つ
わ
が
ま
ち
を
愛
す
る
と

と
も
に
、
日
光
市
の
名
の
下
に
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

無
理
の
な
い
一
体
感
の
雰
囲
気
だ
。

　

広
大
な
市
域
に
点
在
す
る
個
性
的
な
各
地
域
の

「
早
期
の
一
体
感
醸
成
」と「
均
衡
あ
る
振
興
・
発
展
」

は
、
新
・
日
光
市
の
大
き
な
命
題
だ
っ
た
。
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の
命
題
達
成
に

最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
、
日
光
市
で
は
果
断
な

行
財
政
計
画
、
総
合
計
画
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
な
ど
を
着
々
と
策
定
し
、
推
進
し
て
き
た
。

　

中
で
も
平
成
20
年
４
月
に
施
行
し
た
「
日
光
市
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」の
策
定
は
、
平
成
18
年
に
新
・

日
光
市
初
代
市
長
に
就
任
し
た
折
か
ら
、
一
貫
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
（
あ
な
た
）」「
市
民
の

皆
さ
ま
に
仕
え
る
こ
と
が
私
の
仕
事
」
と
い
う
基
本

理
念
を
市
政
経
営
の
柱
と
し
て
き
た
斎
藤
市
長
に

と
っ
て
、
と
り
わ
け
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ

た
と
い
え
る
。

　

ま
た
職
員
の
人
事
交
流
も
順
調
に
進
み
、
綿
密
に

一
周
し
よ
う
と
思
え
ば
３
０
０
㎞
は
走
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
広
大
で
変
化
に
富
ん
だ
市
域

を
、
職
員
た
ち
は
今
日
も
縦
横
に
飛
び
回
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
現
在
、
日
光
市
の
今
後
50
年
、
１
０
０
年

に
わ
た
っ
て
輝
き
続
け
る
た
め
に
不
可
欠
な
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画（
平
成
24
年
度
か
ら
実
行
）の
策
定

に
も
取
り
組
み
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。

　

ほ
か
の
都
市
と
同
様
、
日
光
市
に
も
克
服
す
べ
き

課
題
は
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
そ
の
ご
く
一
端

を
ご
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
日
光
ブ
ラ
ン
ド
を
旗

印
に
多
角
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
振
興
・
活

性
化
事
業
は
少
し
ず
つ
、
だ
が
着
実
に
成
果
を
挙
げ

つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
日
光
市
の
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る

に
当
た
っ
て
、
そ
の
有
効
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
要

素
の
一
つ
に
「
豊
富
な
水
」
が
あ
る
。
日
光
市
内
を
流

れ
る
河
川
は
渡
良
瀬
川
水
系
と
鬼
怒
川
水
系
に
大
別

さ
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
支
流
は
非
常
に
多

く
、
ま
た
水
質
に
優
れ
、
数
多
く
の
美
し
い
景
観
を

形
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え

た
足
尾
銅
山
の
稼
働
力
を
、
さ
ら
に
根
底
か
ら
支
え

て
い
た
の
も
渡
良
瀬
川
や
鬼
怒
川
の
支
流
で
あ
る
大

谷
川
の
豊
富
な
水
量
を
活
用
し
た
水
力
発
電
だ
っ
た
。

足
尾
の
銅
山
と
し
て
の
鉱
脈
の
資
質
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
豊
か
な
水
量
が
す
ぐ
近
く
に
な
け

れ
ば
銅
の
生
産
量
は
大
き
く
減
り
、
日
本
の
近
代
化

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

前
述
し
た
日
光
市
へ
の
近
年
の
食
品
製
造
産
業
の

企
業
進
出
も
、
豊
か
な
水
量
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
酒
・

そ
ば
・
ゆ
ば
な
ど
の
名
産
品
も
水
質
に
優
れ
た
豊
富

な
水
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。

　
「
日
光
市
環
境
基
本
計
画
は
、
環
境
に
関
す
る
最

大
テ
ー
マ
を『
保
全
と
賢
明
な
る
利
用
』と
定
め
て
い

ま
す
。
市
域
の
87
％
を
占
め
る
森
林
や
多
彩
な
自
然

景
観
も
、
健
全
な
水
循
環
が
保
た
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
成
り
立
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
循
環
を
継
承
す
る

た
め
に
は
、
よ
り
循
環
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め

の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
こ
の
資
源

の
循
環
を
健
全
に
保
つ
こ
と
が
、
観
光
を
は
じ
め

と
す
る
交
流
事
業
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
な
ど
を
通
し
た
経
済
効
果
に
も
つ
な
が
る

は
ず
で
す
」（
斎
藤
市
長
）

　

水
資
源
の
循
環
の
仕
組
み
は
、
都
市
経
営
の
仕
組

み
と
、
う
り
二
つ
だ
。
広
大
な
市
域
の
中
で
、
個

性
豊
か
な
各
地
域
が
響
き
合
い
な
が
ら
一
体
感
を
醸

成
し
つ
つ
あ
る
日
光
市
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
そ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
。

�

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

採鉱技術を支えた宇都野火薬庫跡（国指定史跡・足尾地域）

ボランティア活動が盛んな日光市（シルバー人材センターの清掃活動）

資源循環型社会の形成を担う日光市クリーンセンター（今市地域）

平家落人伝説の里・湯西川で昭和60年から実施されている平家大祭
（栗山地域）
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